
標準物質に関する整備計画 2006年度公開版

整理番号 項目番号 種類 項目
（2005年度末）供給済

み範囲予定
供給済み 2006年度

2010年
度まで

目標供給範囲 備考

1 HPG 09 高純度物質 零位調整標準ｶﾞｽ 高純度 ◎ ○ 　 2010年まで：不確かさの再評価

2 IG 01 標準ガス ﾒﾀﾝ標準ｶﾞｽ 1～50 ppm ◎ ○ 2010年まで：不確かさの再評価

3 IG 02 標準ガス ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ－空気標準ｶﾞｽ 3.5～500 ppm ◎ ○ 2010年まで：不確かさの再評価

4 IG 03 標準ガス ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ－窒素標準ｶﾞｽ 150～15000 ppm ◎ ○ 2010年まで：不確かさの再評価

5 IG 04 標準ガス 一酸化炭素標準ｶﾞｽ 3～150000 ppm ◎ ○ 2006年：不確かさの再評価

6 IG 05 標準ガス 二酸化炭素標準ｶﾞｽ 300～160000 ppm ◎ ○ 2010年まで：不確かさの再評価

7 IG 07 標準ガス 二酸化硫黄標準ｶﾞｽ 0.5～10000 ppm ◎

8 IG 11 標準ガス 二酸化窒素標準ｶﾞｽ 5～50  ppm ◎

9 IG 09 標準ガス 一酸化窒素標準ｶﾞｽ 0.5～50000  ppm ◎

10 IG 12 標準ガス 酸素標準ｶﾞｽ 10000～250000  ppm ◎ ○ 2006年：不確かさの再評価

11 IG 14 標準ガス ｱﾝﾓﾆｱ標準ｶﾞｽ 20～100 ppm ◎ ○ 2010年まで：不確かさの再評価

12 HPG 10 高純度物質 N2低濃度NOx用ｾﾞﾛｶﾞｽ 高純度 ◎ ○ 　 2010年まで：不確かさの再評価

13 HPG 11 高純度物質 Air低濃度SOx用ｾﾞﾛｶﾞｽ 高純度 ◎ ○ 　 2010年まで：不確かさの再評価

14 IG 10 標準ガス 低濃度NO(一酸化窒素)標準ｶﾞｽ 50,　100 ppb ◎

15 IG 08 標準ガス 低濃度SO2(二酸化硫黄)標準ｶﾞｽ 50,　100 ppb ◎

16 HPG 12 高純度物質 ｾﾞﾛｶﾞｽ(VOCﾌﾘｰ） 高純度 ◎ ○ 　 2010年まで：不確かさの再評価

17 OG 01 標準ガス ｴﾀﾉｰﾙ標準ｶﾞｽ 120  ppm ◎

18 OG 03 標準ガス ｸﾛﾛﾎﾙﾑ標準ｶﾞｽ 1 ppm, 100 ppb ◎ ○ 2010年まで：不確かさの再評価

19 OG 02 標準ガス ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ標準ｶﾞｽ 1 ppm, 100 ppb ◎

20 OG 04 標準ガス ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ標準ｶﾞｽ 1 ppm, 100 ppb ◎ ○ 2006年：不確かさの再評価

21 OG 05 標準ガス ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ標準ｶﾞｽ 1 ppm, 100 ppb ◎ ○ 2006年：不確かさの再評価

22 OG 06 標準ガス ﾍﾞﾝｾﾞﾝ標準ｶﾞｽ 1 ppm, 100 ppb ◎

23 OG 07 標準ガス 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ標準ｶﾞｽ 1 ppm, 100 ppb ◎

24 OG 12 標準ガス 1,3-ﾌﾞﾀｼﾞｴﾝ標準ｶﾞｽ 1 ppm, 100 ppb ◎ ○ 2006年：不確かさの再評価

25 OG 13 標準ガス ｱｸﾘﾛﾆﾄﾘﾙ標準ｶﾞｽ 1 ppm, 100 ppb ◎

26 OG 14 標準ガス 塩化ﾋﾞﾆﾙ標準ｶﾞｽ 1 ppm, 100 ppb ◎

27 OG 09 標準ガス o-ｷｼﾚﾝ標準ｶﾞｽ 1 ppm, 100 ppb ◎

28 OG 10 標準ガス m-ｷｼﾚﾝ標準ｶﾞｽ 1 ppm, 100 ppb ◎

29 OG 08 標準ガス トルエン標準ガス 1 ppm, 100 ppb ◎

30 OG 11 標準ガス ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ標準ｶﾞｽ 1 ppm, 100 ppb ◎

31 OG 15 標準ガス ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ標準ｶﾞｽ ◎

32 OG 16 標準ガス ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ標準ｶﾞｽ ◎

35 IG 17 標準ガス SF6標準ｶﾞｽ  ◎ 10 nmol/moｌ
高濃度は、SF6,CF4混合ガスと統合
極低濃度としたので延期

36 OGM  03 標準ガス BTX5種混合標準ｶﾞｽ(高濃度) 各 1 ppm ◎

37 OGM  04 標準ガス BTX5種混合標準ｶﾞｽ(低濃度) 各 100 ppb ◎

38 OGM  01 標準ガス VOC3種混合　高濃度 1μmol/mol ◎

38a OGM  02 標準ガス VOC3種混合　低濃度 100 nmol/mol ◎

39 OGM  05 標準ガス VOC成分９種混合標準ｶﾞｽ(高濃度) 各 1 ppm ◎ ○ 2010年まで：不確かさの再評価

40 OGM  06 標準ガス VOC成分９種混合標準ｶﾞｽ(低濃度) 各 100 ppb ◎ ○ 2010年まで：不確かさの再評価

49a IGM 04 標準ガス SF6,CF4混合標準ガス 100 μmol/moｌ ◎ 新規追加

49b IGM 05 標準ガス フロン混合標準ガスー１ ◎ 100 μmol/moｌ 新規追加

49c IGM 06 標準ガス フロン混合標準ガスー２  ◎ 100 μmol/moｌ 新規追加

49d IGM 07 標準ガス フロン混合標準ガスー３  ◎ 100 nmol/moｌ 新規追加

50 IGM 08 標準ガス 低濃度低級炭化水素混合標準ｶﾞｽ  ◎ 100 nmol/moｌ

化学-1



整理番号 項目番号 種類 項目
（2005年度末）供給済

み範囲予定
供給済み 2006年度

2010年
度まで

目標供給範囲 備考

51 IGM 09 標準ガス 天然ｶﾞｽ標準 ◎ ハイカロリー

51a IGM 10 標準ガス 天然ｶﾞｽ標準  ◎ ローカロリー 新規追加

52 IGM 11 標準ガス 非メタン炭化水素混合標準ｶﾞｽ  ◎ C2～C6

53 OGM  07 標準ガス ｼｯｸﾊｳｽ対応混合標準ｶﾞｽ ◎

55 IG 15 標準ガス 亜酸化窒素標準ｶﾞｽ 300μmol/mol ◎  

55a IG 16 標準ガス 亜酸化窒素標準ｶﾞｽ ◎ 300 nmol/mol 新規追加

56 MS 01 金属標準液 ﾅﾄﾘｳﾑ標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

57 MS 02 金属標準液 ｶﾘｳﾑ標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

58 MS 03 金属標準液 ｶﾙｼｳﾑ標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

59 MS 04 金属標準液 ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

60 MS 05 金属標準液 ｱﾙﾐﾆｳﾑ標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

61 MS 06 金属標準液 銅標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

62 MS 07 金属標準液 亜鉛標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

63 MS 08 金属標準液 鉛標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

64 MS 09 金属標準液 ｶﾄﾞﾐｳﾑ標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

65 MS 10 金属標準液 ﾏﾝｶﾞﾝ標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

66 MS 11 金属標準液 鉄標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

67 MS 12 金属標準液 ﾆｯｹﾙ標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

68 MS 13 金属標準液 ｺﾊﾞﾙﾄ標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

69 MS 14 金属標準液 ひ素標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

70 MS 15 金属標準液 ｱﾝﾁﾓﾝ標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

71 MS 16 金属標準液 ﾋﾞｽﾏｽ標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

72 MS 17 金属標準液 ｸﾛﾑ標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

73 MS 18 金属標準液 水銀標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

74 MS 19 金属標準液 ｾﾚﾝ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

75 MS 20 金属標準液 ﾘﾁｳﾑ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

76 MS 21 金属標準液 ﾊﾞﾘｳﾑ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

77 MS 22 金属標準液 ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

78 MS 23 金属標準液 ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

79 MS 24 金属標準液 ﾙﾋﾞｼﾞｳﾑ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

80 MS 25 金属標準液 ﾀﾘｳﾑ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

81 MS 26 金属標準液 すず標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

82 MS 27 金属標準液 ほう素標準液 ◎ 1000 mg/L
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

83 MS 28 金属標準液 ｾｼｳﾑ標準液 ◎ 1000 mg/L
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

84 MS 29 金属標準液 ｲﾝｼﾞｳﾑ標準液 ◎ 1000 mg/L
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

85 MS 30 金属標準液 ﾃﾙﾙ標準液 ◎ 1000 mg/L
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

86 MS 31 金属標準液 ｶﾞﾘｳﾑ標準液 ◎ 1000 mg/L
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

87 MS 32 金属標準液 ﾊﾞﾅｼﾞｳﾑ標準液 ◎ 1000 mg/L
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

88 MS 33 金属標準液 ﾁﾀﾝ標準液 ◎ 1000 mg/L
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

89 MS 34 金属標準液 ｽｶﾝｼﾞｳﾑ標準液 ◎ 1000 mg/L
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

90 MS 35 金属標準液 ｲｯﾄﾘｳﾑ標準液 ◎ 1000 mg/L
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

91 MS 36 金属標準液 ﾍﾞﾘﾘｳﾑ標準液 ◎ 1000 mg/L
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

92 MS 37 金属標準液 ｹﾞﾙﾏﾆｳﾑ標準液 ◎ 1000 mg/L
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

93 MS 38 金属標準液 ﾊﾟﾗｼﾞｳﾑ標準液 ◎ 1000 mg/L
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

94 MS 39 金属標準液 ﾊﾌﾆｳﾑ標準液 ◎ 1000 mg/L
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

95 MS 40 金属標準液 ｼﾞﾙｺﾆｳﾑ標準液 ◎ 1000 mg/L
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）
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96 MS 41 金属標準液 ﾀﾝｸﾞｽﾃﾝ標準液 ◎ 1000 mg/L
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

97 MS 42 金属標準液 ﾆｵﾌﾞ標準液  ◎ 1000 mg/L 2010年：不確かさの再評価、技能試験（MRA対応）

98 MS 43 金属標準液 金標準液  ◎ 1000 mg/L
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

99 MS 44 金属標準液 銀標準液  ◎ 1000 mg/L
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

99a MS 45 金属標準液 けい素標準液  ◎ 1000 mg/L
新規追加
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

100 NS 01 非金属ｲｵﾝ標準液 ふっ化物ｲｵﾝ標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

101 NS 02 非金属ｲｵﾝ標準液 塩化物ｲｵﾝ標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

102 NS 03 非金属ｲｵﾝ標準液 硫酸ｲｵﾝ標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

103 NS 04 非金属ｲｵﾝ標準液 ｱﾝﾓﾆｳﾑｲｵﾝ標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

104 NS 05 非金属ｲｵﾝ標準液 亜硝酸ｲｵﾝ標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

105 NS 06 非金属ｲｵﾝ標準液 硝酸ｲｵﾝ標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

106 NS 07 非金属ｲｵﾝ標準液 りん酸ｲｵﾝ標準液 1 mg/L～1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

107 NS 08 非金属ｲｵﾝ標準液 臭化物ｲｵﾝ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

108 NS 09 非金属ｲｵﾝ標準液 ｼｱﾝ化物ｲｵﾝ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

109 PH 01 pH標準液 しゅう酸塩ｐH標準液 PH 1.7 ◎ ○ 2006年：不確かさの再評価、MRA対応（技能試験）

110 PH 02 pH標準液 ﾌﾀﾙ酸塩pH標準液 pH 4.0 ◎ ○ 2006年：不確かさの再評価、MRA対応（技能試験）

111 PH 03 pH標準液 中性りん酸塩pH標準液 pH 6.9 ◎ ○ 2006年：不確かさの再評価、MRA対応（技能試験）

112 PH 04 pH標準液 ほう酸塩pH標準液 pH 9.2 ◎ ○ 2006年：不確かさの再評価、MRA対応（技能試験）

113 PH 05 pH標準液 炭酸塩pH標準液 pH 10.0 ◎ ○ 2006年：不確かさの再評価、MRA対応（技能試験）

114 PH 06 pH標準液 りん酸塩pH標準液 pH 7.4 ◎ ○ 2006年：不確かさの再評価、MRA対応（技能試験）

115 NS 10 非金属ｲｵﾝ標準液 よう化物ｲｵﾝ標準液  ◎ 1000 mg/L
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

116 OL 01 有機標準液 ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

117 OL 02 有機標準液 四塩化炭素標準液 100～1000 mg/L ◎ ○ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

118 OL 03 有機標準液 ｸﾛﾛﾎﾙﾑ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

119 OL 04 有機標準液 ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

120 OL 05 有機標準液 ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

121 OL 06 有機標準液 ﾍﾞﾝｾﾞﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○ 2010年まで：技能試験（MRA対応）

122 OL 07 有機標準液 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○ 2010年まで：技能試験（MRA対応）

123 OL 08 有機標準液 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

124 OL 09 有機標準液 ﾄﾙｴﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○ 2010年まで：技能試験（MRA対応）

125 OL 10 有機標準液 o-ｷｼﾚﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○ 2010年まで：技能試験（MRA対応）

126 OL 11 有機標準液 m-ｷｼﾚﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○ 2010年まで：技能試験（MRA対応）

127 OL 12 有機標準液 p-ｷｼﾚﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○ 2010年まで：技能試験（MRA対応）

128 OL 13 有機標準液 1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

129 OL 14 有機標準液 c-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

130 OL 15 有機標準液 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

131 OL 16 有機標準液 t-1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

132 OL 17 有機標準液 c-1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

133 OL 18 有機標準液 ﾄﾘﾌﾞﾛﾓﾒﾀﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

134 OL 19 有機標準液 ﾌﾞﾛﾓｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○ ○
2006年：不確かさの再評価
2010年まで：技能試験（MRA対応）

135 OL 20 有機標準液 ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛﾒﾀﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

136 OL 21 有機標準液 t-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

137 OL 22 有機標準液 1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

138 OL 23 有機標準液 1,4-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ標準液 100～1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

139 OLM 01 有機標準液 VOC23種混合標準液 各 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

143 OL 26 有機標準液 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）
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144 OL 27 有機標準液 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

145 OL 28 有機標準液 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ標準液 1000 mg/L ◎ ○ 2010年まで：技能試験（MRA対応）

146 OL 29 有機標準液 ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

147 OL 30 有機標準液 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾌﾟﾛﾋﾟﾙ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

148 OL 31 有機標準液 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾍﾟﾝﾁﾙ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

149 OL 32 有機標準液 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾍｷｼﾙ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

150 OL 33 有機標準液 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

151 OLM 02 有機標準液 ﾌﾀﾙ酸ｴｽﾃﾙ8種混合標準液  各100 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

152 OL 34 有機標準液 ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞｰ2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ標準液  ◎ 1000 mg/mL

153 OL 35 有機標準液 ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA標準液 1000 mg/L ◎ ○ 2010年まで：技能試験（MRA対応）

154 OL 36 有機標準液 4-n-ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

155 OL 37 有機標準液 4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

156 OL 38 有機標準液 4-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

157 OL 39 有機標準液 4-n-ﾍﾌﾟﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

158 OL 40 有機標準液 2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ標準液 1000 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

159 OLM 03 有機標準液 ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ6種混合標準液  各100 mg/L ◎ ○
2010年まで：不確かさの再評価、技能試験（MRA対
応）

160 OL 41 有機標準液 2,4,4'-ﾄﾘｸﾛﾛﾋﾞﾌｪﾆﾙ標準液 10 mg/kg ◎  

161 OL 42 有機標準液 2,2',4,4',5,5'-ﾍｷｻｸﾛﾛﾋﾞﾌｪﾆﾙ標準液 10 mg/kg ◎  

162 OL 43 有機標準液 2,2',3,3',4,4',5,-ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾛﾋﾞﾌｪﾆﾙ標準液 10 mg/kg ◎  

163 OL 44 有機標準液 2,2',3,3',4,4',5,5'-ｵｸﾀｸﾛﾛﾋﾞﾌｪﾆﾙ標準液 10 mg/kg ◎  

164 OL 45 有機標準液 2,3'4',5-ﾃﾄﾗｸﾛﾛﾋﾞﾌｪﾆﾙ(PCB70)標準液 10 mg/kg ◎  

165 OL 46 有機標準液 2,3,3',4,4'-ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾋﾞﾌｪﾆﾙ(PCB105)標準液 10 mg/kg ◎  

167 OL 47 有機標準液 p,p'-DDT標準液 10 mg/kg ◎

168 OL 48 有機標準液 p,p'-DDE標準液 10 mg/kg ◎

169 OL 49 有機標準液 γ-HCH標準液 10 mg/kg ◎

169a OLM 05 有機標準液 p,p'-DDT、p,p'-DDE、γ-HCH3種混合標準液  各10 mg/kg ◎

169b OLM 06 有機標準液 DDD,DDE,DDT,HCH４種混合標準液  ◎ 各10 mg/kg 新規追加

169c OL 50 有機標準液 p,p'-DDD標準液  ◎ 10 mg/kg 新規追加

176 OL 57 有機標準液 ﾍﾞﾝｿﾞ[a]ﾋﾟﾚﾝ標準液  ◎ 10 mg/kg

177a OLM 07 有機標準液 PAHs混合標準液  ◎ 各10 mg/kg 新規追加、混合のみを前倒しで供給

178 NITE 01 容量分析用 亜鉛 ◎

179 NITE 02 容量分析用 ｱﾐﾄﾞ硫酸 ◎

180 NITE 03 容量分析用 塩化ﾅﾄﾘｳﾑ ◎

181 NITE 04 容量分析用 酸化ひ素（Ⅲ） ◎

182 NITE 05 容量分析用 しゅう酸ﾅﾄﾘｳﾑ ◎

183 NITE 06 容量分析用 炭酸ﾅﾄﾘｳﾑ ◎

184 NITE 07 容量分析用 二ｸﾛﾑ酸ｶﾘｳﾑ ◎

185 NITE 08 容量分析用 ﾌﾀﾙ酸水素ｶﾘｳﾑ ◎

186 NITE 09 容量分析用 よう素酸ｶﾘｳﾑ ◎

186a HPG 05 高純度物質 二酸化硫黄（液化ガス） 高純度 ◎

186b HPG 06 高純度物質 一酸化窒素 高純度 ◎

186c HPG 01 高純度物質 メタン 高純度 ◎ ○ 新規追加、2010年まで：不確かさの再評価

186d HPG 02 高純度物質 プロパン(液化ガス） 高純度 ◎ ○ 新規追加、2010年まで：不確かさの再評価

187 HPL 01 高純度物質 ｴﾀﾉｰﾙ 高純度 ◎

188 HPL 14 高純度物質 ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 高純度 ◎

189 HPL 10 高純度物質 ﾄﾙｴﾝ 高純度 ◎
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190 HPL 08 高純度物質 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 高純度 ◎

191 HPL 07 高純度物質 ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 高純度 ◎

192 HPL 11 高純度物質 o-ｷｼﾚﾝ 高純度 ◎

193 HPL 12 高純度物質 m-ｷｼﾚﾝ 高純度 ◎

194 HPL 32 高純度物質 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ 高純度 ◎

194a HPL 27 高純度物質 ｱｸﾘﾛﾆﾄﾘﾙ 高純度 ◎ 新規追加

195 HPL 46 高純度物質 ﾁｳﾗﾑ 　 ◎ 高純度

196 HPL 47 高純度物質 ｼﾏｼﾞﾝ 　 ◎ 高純度

197 HPL 48 高純度物質 ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 　 ◎ 高純度

198 HPL 49 高純度物質 ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ 高純度 ◎

198a HPL 50 高純度物質 ﾐｵｲﾉｼﾄｰﾙ 高純度 ◎ 新規追加

199 HPN 01 高純度物質 定量NMR用標準物質 ◎

200a HPI 01 高純度物質 フタル酸水素カリウム ◎  

200b HPI 02 高純度物質 二クロム酸カリウム ◎  

200c HPI 03 高純度物質 三酸化二ひ素 ◎ 新規追加

201 TT 01 温度定点用 熱分析用温度標準物質  ◎ 190 K, 280 K

206 EOM 01 環境分析用有機組成 DDE,DDT,HCH分析用魚油標準 ◎ ○ 成分追加  

207 EOM 02 環境分析用有機組成 ﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ分析用底質標準 ３化合物 ◎  

208 EOM 03 環境分析用有機組成 ﾌｪﾆﾙｽｽﾞ分析用底質標準 　 ◎

209a EOM 04-2 環境分析用有機組成 有機水銀分析用生物標準（メカジキ） 　 ◎ 新規追加（EOM 04からマトリックス変更）

209b EOM 04-3 環境分析用有機組成 有機水銀分析用生物標準（タラ） ◎ 新規追加（EOM 08、EOM 05と同時開発）

210 EOM 05 環境分析用有機組成 ひ素化合物分析用生物標準 　 ◎ （EIOM 08、EOM 04-03と同時開発）

210a EOM 05-2 環境分析用有機組成 アルセノベタイン水溶液 　 ◎ 新規追加

211 EOM 06 環境分析用有機組成 PCB分析用底質標準（低濃度） 低濃度 ◎

212 EOM 07 環境分析用有機組成 PCB分析用底質標準（高濃度）
高濃度

１４同族体
◎

213 EOM 08 環境分析用有機組成 PCB分析用生物標準 　 ◎

214 EOM 09 環境分析用有機組成 DDT,DDE分析用底質標準(高濃度）
高濃度

４化合物
◎

215 EOM 10 環境分析用有機組成 DDT,DDE分析用底質標準(低濃度） 低濃度 ◎

216 EOM 11 環境分析用有機組成 DDT,DDE分析用生物標準 　 ◎

216a EOM 12 環境分析用有機組成 PCB分析用オイル標準(絶縁油) 　 ◎ 新規追加

216b EOM12-2 環境分析用有機組成 PCB分析用オイル標準（重油） 　 ◎ 新規追加

217 EOM 13 環境分析用有機組成 多環芳香族炭化水素分析用底質標準 　 ◎ 二水準を一水準に統合

219 EOM 14 環境分析用有機組成 多環芳香族炭化水素分析用生物標準 　 ◎

220 EOM 15 環境分析用有機組成 多環芳香族炭化水素分析用粉塵標準 　 ◎

221 JSAC 01 環境分析用有機組成 PCB底質標準物質（高濃度） ◎

222 JSAC 02 環境分析用有機組成 PCB底質標準物質（低濃度） ◎

223 JSAC 03 環境分析用有機組成 農薬土壌標準物質（高濃度） ◎

224 JSAC 04 環境分析用有機組成 農薬土壌標準物質（低濃度） ◎

225 JSAC 05 環境分析用有機組成 ﾀﾞｲｵｷｼﾝ土壌標準物質（高濃度） ◎

226 JSAC 06 環境分析用有機組成 ﾀﾞｲｵｷｼﾝ土壌標準物質（低濃度） ◎

227 JSAC 07 環境分析用有機組成 ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類分析用ばいじん標準（低濃度） ◎

228 JSAC 08 環境分析用有機組成 ﾀﾞｲｵｷｼ類分析用ばいじん標準（高濃度） ◎

229 JSAC 09 環境分析用有機組成 ダイオキシン類分析用水質標準（低濃度） ◎

230 JSAC 10 環境分析用有機組成 ダイオキシン類分析用水質標準（高濃度） ◎

231 EIOM  01 環境分析用無機組成 有害金属元素分析用海底質標準物質 １１元素 ◎

232 EIOM 02 環境分析用無機組成 有害金属元素分析用湖底質標準物質 １４元素 ◎
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233 EIOM 03 環境分析用無機組成 有害金属元素分析用河川水標準(低濃度)
低濃度（無添加）

１８元素
◎

234 EIOM 04 環境分析用無機組成 有害微量金属分析用河川水標準（高濃度）
高濃度(添加）

１９元素
◎

235 EIOM 05 環境分析用無機組成 有害微量金属分析用海水標準（沿岸水） 　 ◎

237 EIOM 07 環境分析用無機組成 有害金属元素分析用粉塵標準 　 ◎ 名称変更：揮発性元素→有害金属元素

237a EIOM 08 環境分析用無機組成 微量元素分析用生物標準（タラ） 　 ◎ 新規追加(EOM 05、EOM 04-03と同時開発）

237b EIOM 09 環境分析用無機組成 微量元素分析用生物標準（メカジキ） 　 ◎ 新規追加(EOM 04-2と同時開発）

238 AM 01 先端材料標準 GaAs/AlAs超格子 各層25 nm、4層 ◎

239 AM 02 先端材料標準 SiO2多層薄膜 各層20 nm、5層 ◎

240 AM 03 先端材料標準 GaAs/AlAs多層膜  ◎ 各層10 nm以下

242 AM 05 先端材料標準 Si基板上のSiO2　  ◎ 3 nm～10 nmの薄膜

243a AM 07 先端材料標準 金属薄膜  ◎ 10 nm～50 nm 新規追加

245 IOT 07 無機材料系標準物質 Si基板上の2 nm以下の金薄膜 ◎ < 2 nm

246 AM 09 先端材料標準
ｲｵﾝ注入けい素系物質

低エネルギーひ素イオン注入けい
素

◎ 項目を明確化

247 AM 10 先端材料標準 ｲｵﾝ注入けい素系物質 ◎

248 AM 11 先端材料標準 酸化けい素薄膜中の空孔標準 ◎

249 AM 12 先端材料標準 高分子中の超微細空孔標準 ◎

250 MM 13 高分子 多分散高分子標準物質  ◎ M=200,000

252 MM 09 高分子 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝｵﾘｺﾞﾏｰ標準物質(PS500) M=500 ◎ 分子量変更に従う名称の変更

253 MM 10 高分子 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝｵﾘｺﾞﾏｰ標準物質(PS1000) M=1,000 ◎

254 MM 11 高分子 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝｵﾘｺﾞﾏｰ標準物質(PS2400) M=2400 ◎ 分子量変更に従う名称の変更

254a MM 12 高分子 ポリスチレン（高分子量）  ◎ M=400,000 新規追加、光散乱測定調整用

254b MM 27 高分子 ポリスチレン（低分子量） ◎ 新規追加

255 MM 15 高分子 ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ標準物質(高分子量） M=46000 ◎

256 MM 14 高分子 ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ標準物質（低分子量）  ◎ M=2,000

257 MM 17 高分子 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ標準物質(PEG1000) M=1,000 ◎

257a MM 16 高分子 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ標準物質(PEG400) M=400 ◎ 新規追加

257b MM 18 高分子 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ標準物質(PEG1500) M=1,500 ◎ 新規追加

259 MM 23 高分子 添加剤含有高分子標準物質(PC,ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA) 約30ppm ◎

261a MM 20 高分子 非イオン性界面活性剤 　 ◎ 新規追加

262 MM 01 高分子 高分子引張弾性標準 ◎

263-1 MM 02 高分子 高分子粘弾性標準（ＰＶＣ） ◎

263-2 MM 03 高分子 高分子粘弾性標準（ＰＭＭＡ） ◎

263-3 MM 04 高分子 高分子粘弾性標準（ＰＥ－ＵＨＭＷ） ◎

263-4 MM 05 高分子 高分子粘弾性標準（ＰＥＥＫ） ◎

264-1 MM 06 高分子 シャルピー衝撃試験標準（ＰＶＣ） ◎

264-2 MM 07 高分子 シャルピー衝撃試験標準（ＰＭＭＡ） ◎

264-3 MM 08 高分子 シャルピー衝撃試験標準（ＡＢＳ） ◎

265 IA 01 鉄鋼関連 鉄－クロム合金（EPMA用） Cr 5% ◎ 　 　

266 IA 02 鉄鋼関連 鉄－クロム合金（EPMA用） Cr 15% ◎

267 IA 03 鉄鋼関連 鉄－クロム合金（EPMA用） Cr 20% ◎

268 IA 04 鉄鋼関連 鉄－クロム合金（EPMA用） Cr 30% ◎

269 IA 05 鉄鋼関連 鉄－クロム合金（EPMA用） Cr 40% ◎

270 IA 06 鉄鋼関連 鉄－ニッケル合金（EPMA用） Ni 5% ◎

271 IA 07 鉄鋼関連 鉄－ニッケル合金（EPMA用） Ni 10% ◎

272 IA 08 鉄鋼関連 鉄－ニッケル合金（EPMA用） Ni 20% ◎

273 IA 09 鉄鋼関連 鉄－ニッケル合金（EPMA用） Ni 40% ◎
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274 IA 10 鉄鋼関連 鉄－ニッケル合金（EPMA用） Ni 60% ◎

275 IA 11 鉄鋼関連 鉄－炭素合金（EPMA用） C 0.1% ◎ ○ 2006年：重量法を用いて特性値を再認証

276 IA 12 鉄鋼関連 鉄－炭素合金（EPMA用） C 0.2% ◎ ○ 2006年：重量法を用いて特性値を再認証

277 IA 13 鉄鋼関連 鉄－炭素合金（EPMA用） C 0.3% ◎ ○ 2006年：重量法を用いて特性値を再認証

278 IA 14 鉄鋼関連 鉄－炭素合金（EPMA用 C 0.5% ◎ ○ 2006年：重量法を用いて特性値を再認証

279 IA 15 鉄鋼関連 鉄－炭素合金（EPMA用） C 0.7% ◎ ○ 2006年：重量法を用いて特性値を再認証

279a IA 16 鉄鋼関連 ステンレス鋼（EPMA用）  ◎ 新規追加

279b IA 17 鉄鋼関連 インバー合金（EPMA用）  ◎ 新規追加

279c IA 18 鉄鋼関連 パーマロイ（EPMA用）  ◎ 新規追加

279d IA 19 鉄鋼関連 高ニッケル合金（EPMA用）  ◎ 新規追加

280 IOT 01 無機材料系標準物質 鉄－クロム合金（蛍光X線分析用） Cr 40% ◎

281 IRI 01 金属標準物質 鉛フリーハンダ標準物質 ◎

283 IRI 02 金属標準物質 貴金属合金材 ◎

285 IOT 02 無機材料系標準物質 α型炭化けい素標準物質 ◎

286 IOT 03 無機材料系標準物質 β型炭化けい素標準物質 ◎

286a IOT 05 無機材料系標準物質
RoHS指令対応重金属分析用プラ

スチック（ABS樹脂）
Cd,Cr,Pb高濃度ペレット ◎ 新規追加

286b IOT 04 無機材料系標準物質 窒化けい素標準物質 ◎ 高濃度 新規追加

286c IOT 04-2 無機材料系標準物質 窒化けい素標準物質 ◎ 低濃度 新規追加

286d IOT 05-2 無機材料系標準物質
RoHS指令対応重金属分析用プラ

スチック（ABS樹脂）
Cd,Cr,Pb低濃度ペレット ◎ 新規追加

286e IOT 08 無機材料系標準物質
RoHS指令対応重金属分析用プラ

スチック（ABS樹脂）
Cd,Cr,Pb高濃度ディスク ◎ 新規追加

286f IOT 08-2 無機材料系標準物質
RoHS指令対応重金属分析用プラ

スチック（ABS樹脂）
Cd,Cr,Pb低濃度ディスク ◎ 新規追加

286g IOT10 無機材料系標準物質
RoHS指令対応重金属分析用プラ

スチック（ABS樹脂）
Cd,Cr,Pb,Hg高濃度ペレ ◎

287 JFCC 01 セラミックス 熱膨張係数 ◎

288 JFCC 02 セラミックス 熱拡散係数（窒化けい素） ◎

289 JFCC 03 セラミックス 熱伝導率 ◎

290 JFCC 04 セラミックス 弾性率 ◎

291 IOT 09 無機材料系標準物質 アルミナ標準物質 ◎ 新規追加

291a IOT 09-2 無機材料系標準物質 アルミナ標準物質 ◎ 新規追加

292 OL 59 有機標準液 硫黄分析用標準液 ◎
燃料中の低濃度硫黄分析用

1mg/g程度
新規追加

292a OL 59-2 有機標準液 硫黄分析用標準液 ◎
燃料中の低濃度硫黄分析用

50ng/g程度
新規追加

293 MM 24 高分子
RoHS指令対応難燃剤分析用プラ

スチック（PS樹脂）
0ppm, 360 ppm　（DBDE) ◎  新規追加

293a MM 25 高分子
RoHS指令対応難燃剤分析用プラ

スチック（塩素系樹脂）
◎ 0ppm, 360 ppm　（DBDE) 新規追加

294 MM 26 高分子 ナノ粒子分布標準物質(<100 nm) ◎ 新規追加

295 IOT12 無機材料系標準物質
RoHS指令対応重金属分析用プラ

スチック（PVC樹脂）
◎ Cd,Cr,Pb,Hg高濃度ペレット 新規追加

296 IOT13 無機材料系標準物質
RoHS指令対応重金属分析用プラ

スチック（PVC樹脂）
◎ Cd,Cr,Pb,Hg高濃度ディスク 新規追加

297 IOT14 無機材料系標準物質
RoHS指令対応重金属分析用プラ

スチック（PP樹脂）
◎ Cd,Cr,Pb,Hg高濃度ペレット 新規追加

298 IOT15 無機材料系標準物質
RoHS指令対応重金属分析用プラ

スチック（PP樹脂）
◎ Cd,Cr,Pb,Hg高濃度ディスク 新規追加

299 BM 01 高純度物質 クレアチニン ◎ 高純度 新規追加

300 BM 02 高純度物質 尿素 ◎ 高純度 新規追加

301 BM 03 標準液 C反応性蛋白溶液 ◎ 新規追加

供給総数 225 248 314
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